
 

 

 

令和元年度 健康づくり・スポーツ推進特別委員会 

調査・研究テーマ案について 

 

 

 【調査・研究テーマ案】 

ラグビーワールドカップ 2019™及び東京 2020オリンピック・パラリンピ

ック等のスポーツイベントを契機とした日常の健康づくりについて 

 

 

 （テーマ選定理由） 

横浜市では、ラグビーワールドカップ 2019™、東京 2020オリンピック・パラリンピッ

クの開催に向け、様々な取り組みを推進し、市民のスポーツに対する関心がこれまで 

以上に高まっている。 

一方、日常生活の面においては、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活

できる期間である健康寿命を延ばすべく、生活習慣病の予防等に取り組んでいる。 

そこで、今年度はラグビーワールドカップ 2019™、東京 2020オリンピック・パラリン

ピック等のスポーツイベントを契機としたスポーツや運動に対する関心の高まりを日常

の健康づくりにいかに結びつけ、市民の大きな健康課題である生活習慣病等の予防に 

つなげていくのか、について調査・研究することが時宜にかなうと考えるため。 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会 

令 和 元 年 ７ 月 １ 日 （ 月 ） 



 
 

 
 
 
 

ラグビーワールドカップ 2019TM 東京 2020オリンピック・パラリンピックに向けた 

横浜市の取組 

 
１ 『横浜市の取組』概要 

平成 28 年 11 月、官民連携組織「ラグビーワールドカップ 2019™ 東京 2020 オリンピック・パラリ

ンピック横浜開催推進委員会」を立ち上げ、「ラグビーワールドカップ 2019™ 東京 2020 オリンピック・

パラリンピックに向けた横浜ビジョン」を策定しました。 
このビジョンに掲げられている 「取組の４つの柱」に基づいて、横浜市が行う両大会に向けた取組

を『横浜市の取組』として平成 29年 4月にまとめました。 
 
 
《取組の４つの柱（「ラグビーワールドカップ 2019™ 東京 2020 オリンピック・パラリンピックに向けた横浜ビジョン」より）》 
【柱１】両大会の成功に向けてオール横浜でおもてなし 
【柱２】スポーツを通じて横浜を元気に 

【柱３】文化芸術の創造性を生かしたまちづくり 
【柱４】横浜を世界に魅せる 

 
   

２ 【柱２】スポーツを通じて横浜を元気に 

  両大会を契機に、地域スポーツや障害者スポーツをはじめ、さらなるスポーツ振興に取り組み、障

害の有無や世代に関わらず子どもから高齢者まで全ての市民がスポーツや運動に親しみ、健康で心豊

かに生き生きと暮らすことができる、元気な横浜の実現を目指します。 
 

分野１ 
ラグビー競技の普及を図りながら、スポーツへの意欲向上と地域スポーツの振興に取り組みます。  

分野２ 
障害のある人もない人も同じようにスポーツ活動を楽しむことができるよう、広く社会全体に 

向けて、障害者スポーツの推進に取り組みます。 
 分野３ 

子どもたちの運動に親しむ資質や能力を育て、体力向上と、スポーツに関わる人材の育成に 
取り組みます。 

 分野４ 

本格的な超高齢社会の到来に伴い、生活習慣の改善や介護予防を進めるため、スポーツなどを 

通じた健康づくりに取り組みます。 

 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会資料 
令 和 元 年 ７ 月 １ 日 
市民局ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ 2019 推進課、 
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柱２　スポーツを通じて横浜を元気に　

分野１

目標時期 所管局区 取組から生まれるレガシー

～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) ｃ 子どもたちの体力向上

ｄ 市民の健康増進

～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) 教育委員会

ｃ 子どもたちの体力向上

ｄ 市民の健康増進

～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) ｃ 子どもたちの体力向上

ｄ 市民の健康増進

～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定)

ｃ 子どもたちの体力向上

ｄ 市民の健康増進

～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) ｄ 市民の健康増進

ラグビー競技の普及を図りながら、スポーツへの意欲向上と地域スポーツの振興に取り組みます（１/３）

主な取組の内容

　ア オリンピック・パラリンピック出場経験者の派遣
①　オリンピアン・パラリンピアン、ラグビー日本代表等トップアスリートと小・中学生等との交流を通じた運動意欲の向上

    東京2020大会の開催に向けて、オリンピック・パラリンピック出場経験者を招へいしたイベントを開催するな
    ど、市内のスポーツ振興と大会に向けた機運の醸成を図ります。

    はまっ子スポーツウェーブ（小学校体育大会・小学校水泳大会等）や中学校総合体育大会などにオリンピック・
 　 パラリンピック出場経験者等トップアスリートを招へいし、演技の実演や講演を実施すること及びオリンピック
　　・パラリンピック教育推進校での取組を通して、大会に向けた機運の醸成を図ります。

    ＪＯＣパートナー都市協定を通じてのオリンピアンやプロスポーツチームあるいはトップアスリートが立ち上げ
    たＮＰＯ法人等と連携・協力することにより、トップアスリートを学校や地域に派遣し、子ども達や多くの市民
    が一流のアスリートと触れ合う機会を提供し、スポーツへの関心を高めます。

　ウ 市内小学校にラグビー選手やタグラグビー指導者を派遣

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

　イ 小中学生とオリンピック・パラリンピック出場経験者等との交流

　エ トップアスリート等との連携・協力

　オ 大規模スポーツイベントの誘致・開催
    国際大会や全国大会などの大規模イベントの誘致に取り組み、市民のスポーツ観戦やボランティア活動に参加す
　　る機会を増やします。また、魅力的な大規模イベントを誘致・開催することにより、世界や全国に向けた横浜の
　　知名度のアップや、経済及び地域の活性化などにも貢献していきます。

 　 ラグビーワールドカップ2019™の開催に向けて、市内小学校にラグビーワールドカップ出場経験者やタグラグビ
    ー指導者を招へいし、講演やタグラグビーを実施することで、大会に向けた機運の醸成を図ります。

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

別紙ラグビーワールドカップ2019TM 東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた横浜市の取組（抜粋）
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柱２　スポーツを通じて横浜を元気に　

分野１

目標時期 所管局区 取組から生まれるレガシー

　カ スポーツ遺産の保存・活用
～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) ｄ 市民の健康増進

　ア スポーツボランティアの育成・支援
H29～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) ｄ 市民の健康増進

　イ 市民参加型スポーツイベントの充実
～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定)
各区 ｃ 子どもたちの体力向上

　ウ 大規模屋内スポーツ施設（スケート場、横浜文化体育館〈メインアリーナ施設・サブアリーナ施設（横浜武道館）〉）の再整備
～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) ｄ 市民の健康増進

　エ スポーツ情報等の提供
～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定)

ｃ 子どもたちの体力向上

ｄ 市民の健康増進

②　市民参加型スポーツイベントの充実や横浜文化体育館再整備等による場の拡充など、地域スポーツの振興

    市民が「する」「みる」「ささえる」といった様々なスポーツ活動に参加しやすくなるよう、スポーツイベント
　　の開催情報やスポーツボランティアに関する情報、スポーツ指導者、スポーツ施設の利用に関する情報等を横浜
　　市のホームページや広報紙、または、（公財）横浜市体育協会のスポーツ情報サイト「ハマスポ」やホームペー
　　ジ等を通じて提供します。また、携帯端末等の身近な媒体でも情報が提供できるようにしていきます。

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

    スポーツ・レクリエーションフェスティバル、ビーチスポーツフェスタ、市民大会・区民大会など、各競技団体
　　と連携しながら、市民が気軽に参加でき、日頃の練習の成果を発揮する機会となる市民参加型スポーツイベント
　　の充実を図るとともに、初心者が安心して参加できる環境を整えます。

    関内・関外地区の街づくりを進める中で、横浜文化体育館を再整備します。その際、武道を行うことのできる環
　　境を整備します。
    また、老朽化した神奈川スケートリンクの再整備を行いましたが、今後施設のさらなる有効活用を行います。

    スポーツイベント等の運営を支えてくれるスポーツボランティアを育成・支援します。また、スポーツボランテ
　　ィアが継続的な活動ができる仕組みを整え、ボランティア意識の醸成を進めていきます。
　　「横浜市スポーツボランティアセンター」を設置し、市民が積極的・自発的にスポーツに関われる体制づくりや
　　その支援を行います。

    横浜は、テニス、ラグビー、競馬、スポーツクラブ等、多くのスポーツ文化の発祥の地であり、その歴史や伝統
　　を継承していきます。
    また、ＦＩＦＡワールドカップ、ラグビーワールドカップ、オリンピック・パラリンピックの世界三大スポーツ
　　イベントの開催実績を持つこととなる横浜国際総合競技場等のスポーツ施設やボランティア等の人的資源、大規
　　模スポーツイベントの運営知識やノウハウなどのスポーツ遺産を未来の横浜の子どもたちへの財産として残しま
　　す。

ラグビー競技の普及を図りながら、スポーツへの意欲向上と地域スポーツの振興に取り組みます（２/３）

主な取組の内容
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柱２　スポーツを通じて横浜を元気に　

分野１

目標時期 所管局区 取組から生まれるレガシー

　ア 小学校派遣事業（市内小学校にラグビー選手やタグラグビー指導者を派遣）《再掲》
～R２ 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) ｃ 子どもたちの体力向上

ｄ 市民の健康増進

　イ カウントダウンイベントの開催
H29～R元 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

　ウ 日本代表戦やジャパントップリーグ等の試合誘致
～R元 市民局 ａ スポーツ実施状況の向上

ｄ 市民の健康増進
    2019年に向け、ピッチの検証や運営シミュレーションを行うとともに、機運醸成やラグビー競技の普及を目的に
　　計画的にラグビーの試合を誘致します。

    ラグビーワールドカップ2019™の開催期間となる2019年９月20日から11月２日を目途に、大会に向けての機運醸成
　　を図るため、横浜国際総合競技場等で開催が予定されるラグビーの試合に併せ、各種イベントを実施し、大会の
　　認知度や盛り上げにつなげていきます。

    ラグビーワールドカップ2019™の開催に向けて、市内18小学校にラグビーワールドカップ出場経験者やタグラグビ
　　ー指導者を招へいし、講演やタグラグビーを実施することで、大会に向けた機運の醸成を図ります。

③　ラグビーワールドカップ2019™開催を契機としたラグビーの普及・啓発

主な取組の内容

ラグビー競技の普及を図りながら、スポーツへの意欲向上と地域スポーツの振興に取り組みます（３/３）
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柱２　スポーツを通じて横浜を元気に　

分野２

目標時期 所管局区 取組から生まれるレガシー

～R２ 健康福祉局

(R３以降も継続予定) 市民局

～R２ 健康福祉局

(R３以降も継続予定) 市民局

～R２ 健康福祉局

(R３以降も継続予定)

～R２ 健康福祉局

(R３以降も継続予定) 教育委員会

～R２ 市民局

(R３以降も継続予定) 健康福祉局

　ア 障害者スポーツの場の確保と種目の普及

    「障害者スポーツ文化センター（横浜ラポール、ラポール上大岡）」と協力・連携し、各区のスポーツセンター
     やスポーツ施設の職員等に、定期的（年1～2回）に研修を実施し、障害者スポーツの開始及び継続していくため
     のノウハウを有する人材の育成を進めるとともに、様々な場面で活躍できる仕組づくりを進めます。

　　地域団体・横浜市体育協会・横浜ラポール等が連携した地域ネットワークの構築支援や、新たに設置する障害者
　　スポーツ・文化活動南部方面拠点（ラポール上大岡）を活用し、地域スポーツ指導者との連携を進め、自主的に
　　取り組みやすい種目を地域に広げていきます。また、各区のスポーツセンター等における障害者スポーツの指導
　　員の配置、用具の充実、プログラムの提供、よりわかりやすいスポーツ施設等の情報発信に取り組みます。

　　障害者と健常者が共に楽しむことのできるイベントや大会の開催や、その支援を行うとともに、障害者スポーツ
　　文化センター（横浜ラポール、ラポール上大岡）、障害者団体、競技団体、地域団体と連携しながら、各区のス
　　ポーツセンター等、地域で障害者・健常者がともに楽しめるインクルーシブスポーツ（※）を推進します。
　　　※インクルーシブスポーツ:共生社会の実現に向けた取組を推進する、各人の適正にあったスポーツ活動のこと

　イ 障害の有無に関わらず、誰もが一緒に参加できるスポーツイベントの実施

　ア 地域への障害者スポーツに関するノウハウの浸透

  イ 特別支援学校におけるスポーツ選手育成強化事業
    東京2020大会を契機に、障害者スポーツの普及・促進を行うほか、特別支援学校の児童生徒がスポーツで世界を
    目指すことを支援するなど、障害のある子どもたちの自立と社会参加につなげます。

　ウ パラトライアスロンの強化
    パラトライアスロン競技の強化拠点として横浜ラポールを提供しており、東京2020大会に向けて、競技の普及・
　　強化に向けた取組を推進します。

障害のある人もない人も同じようにスポーツ活動を楽しむことができるよう、広く社会全体に向けて、障害者スポーツの推進に取り組みます

主な取組の内容

①　学校や地域のスポーツイベント等での障害者スポーツの実施、体験を通じた障害者スポーツの普及・啓発（パラリンピック競技体験等）

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

②　　障害者スポーツ文化センター（横浜ラポール、ラポール上大岡）と連携した取組、身近で活動できる場の確保、特別支援学校等におけるスポーツ活動の活性化など、スポーツ関係団体や障害者
　　 　団体とも連携した障害者スポーツの推進
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柱２　スポーツを通じて横浜を元気に　

分野３

目標時期 所管局区 取組から生まれるレガシー

～R２ 教育委員会 ｃ 子どもたちの体力向上

(R３以降も継続予定)

～R２ 健康福祉局 ｃ 子どもたちの体力向上

(R３以降も継続予定) 教育委員会

～R２ 教育委員会 ｃ 子どもたちの体力向上

(R３以降も継続予定)

　エ 生きてはたらく知・豊かな心・健やかな体の育成
～R２ 教育委員会 ｃ 子どもたちの体力向上

(R３以降も継続予定)

　オ 幼児期における運動習慣の啓発・普及活動
～R２ こども青少年局 ｃ 子どもたちの体力向上

(R３以降も継続予定)
市民局

　カ 子どもの体力向上事業の実施及び拡充
～R２ 市民局 ｃ 子どもたちの体力向上

(R３以降も継続予定)

　ア スポーツマネジメント人材の育成
～R２ 教育委員会 ｃ 子どもたちの体力向上

(R３以降も継続予定)

①　市内小・中・義務教育学校・高等学校・特別支援学校と連携した取組

②　横浜商業高等学校におけるスポーツマネジメント人材の育成

    横浜商業高校スポーツマネジメント科において、横浜市スポーツ医科学センターやプロスポーツ関係者等との連
　　携とともに、トップアスリート、スポーツ関係研究者・経営者等に触れる機会を設け、競技力の向上及びスポー
　　ツ振興に関わる人材を育成します。

　　小学校の中休みや放課後の時間にスポーツ指導者や地域の協力者を派遣し、子どもたちが気軽にスポーツに親し
　　める機会を提供する「いきいきキッズ事業」を拡充し、実施していきます。
    また、地元の大学と連携し、学校や地域に体育部所属の学生等を派遣し、授業の補助や教室事業等を実施しま
　　す。

    東京2020大会を契機とし、オリンピアン・パラリンピアン・トップアスリートとの交流等の機会を設けることや
    オリンピック・パラリンピック教育推進校での取組を通して、運動意欲の向上や、関係機関と連携した運動機会
    の拡充を図ります。

    体力の重要性に関して、保護者への啓発セミナーや、ウェブ・健診等を活用した情報提供について検討していき
　　ます。また、親子で体験できる各種運動プログラムの提供や、保育園や幼稚園、地域子育て拠点等にスポーツ指
　　導者を派遣し、遊びながら体を動かす楽しさを伝えていく事業を実施します。

子どもたちの運動に親しむ資質や能力を育て、体力向上と、スポーツに関わる人材の育成に取り組みます

主な取組の内容

    特色ある９年間一貫したカリキュラム・マネジメントを通して、未来社会に生きる子どもたちに必要な資質・能
　　力を育成するとともに、「横浜市子ども学力向上プログラム」、「『豊かな心の育成』推進プログラム」、「横
　　浜市子どもの体力向上プログラム」に基づき、取組を推進します。

　ア 「体力アップよこはま2020プラン・子どもの体力向上プログラム【後期５年の方針】」に基づく取組の実践

    日常生活をより健康的に送り、スポーツを活発に行うために、スポーツ団体（プロスポーツチームを含む）、教
　　育委員会や食育関係団体と連携・協力しながら、子どもや保護者及び指導者等に食育の普及啓発を行っていきま
　　す。

　イ 食育の推進

    「体力アップよこはま2020プラン・子どもの体力向上プログラム【後期５年の方針】」に基づき、学校・家庭・
　　地域の連携による体育・健康に関する取組を実践推進します。
    また、市内小中学校全校で体育・健康に関する指導の全体計画である「体育・健康プラン」を作成し、プランに
　　基づき、学校の特色を生かした「体力向上1校1実践運動」を実施します。

　ウ 東京2020大会を契機とした、運動意欲の向上や運動機会の充実
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柱２　スポーツを通じて横浜を元気に　

分野４

目標時期 所管局区 取組から生まれるレガシー

～R２ 健康福祉局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) 環境創造局 ｄ 市民の健康増進

道路局

各区

　　～R２ 健康福祉局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) ｄ 市民の健康増進

～R２ 健康福祉局 ａ スポーツ実施状況の向上

(R３以降も継続予定) 市民局

環境創造局

各区 ｃ 子どもたちの体力向上

ｄ 市民の健康増進

本格的な超高齢社会の到来に伴い、生活習慣の改善や介護予防を進めるため、スポーツなどを通じた健康づくりに取り組みます

主な取組の内容

①　ウォーキングなどの運動による生活習慣の改善や、日常生活の中で取り組める仕組みなどによる健康づくりの推進

②　高齢者も楽しむことができるスポーツの推進ほか生涯スポーツの推進

ｂ パラリンピック競技や障害者
   スポーツの普及・促進

　ア 健康づくりの推進

　　 ・高齢者のニーズが高い、健康づくりや体力づくりの教室などのほかに、介護予防教室など様々なニーズを考慮
       しながら、高齢者のスポーツ教室やスポーツイベントのより一層の充実を図ります。
　   ・横浜市オリジナル体操「ハマトレ」の普及啓発を実施します。横浜市歌にあわせた「ハマトレ～体験編～」を
       活用し運動に取り組むきっかけづくりを推進します。

　　　・スポーツを通じて生きがいづくりや社会参加を促進するため、シニアスポーツの展開を図るとともに、健
        康・体力づくり運動を推進し、暮らしの一部として習慣化することを支援します。また、スポーツ等に親
        しむことのできる機会や場の提供を推進します。
　　　・横浜市老人クラブ連合会などを通じ、健康の保持増進と高齢者相互の親睦を図るため、ゲートボール、グ
        ランドゴルフなどの各種スポーツや、レクリエーションを主体としたスポーツ大会を開催します。
　　　・高齢者を中心とするスポーツ、文化、健康と福祉の総合的な祭典として毎年開催される「全国健康福祉祭
　　　 （ねんりんピック）」に市代表選手団を派遣し、健康・スポーツ活動等の高揚を図ります。また、2021年
　　　　神奈川県大会の開催に向け、スポーツを通した高齢者の健康づくりの機運を盛り上げていきます。
　　　・身近な地域で健康づくりやスポーツ、レクリエーションに取り組めるよう、各区スポーツセンターで、子
        どもから高齢者までを対象とした各種スポーツ教室を開催します。
　　　・誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも各自の興味やレベルに応じて参加できるよう多世代・多種目・
　　　　多志向を理念とする総合型地域スポーツクラブの育成を推進し、高齢者や障害者をはじめ誰もが身近な地
　　　　域でスポーツを実施する機会を提供します。
　　　・高齢者向けの健康づくりの取組として、健康づくりの場の創出に取り組みます。

　ア 高齢者向けのスポーツ教室・イベントの実施

　イ 生涯スポーツへの支援(シニアスポーツの展開・レクリエーションを主体としたスポーツ大会の開催　等)

　 ・歩数計やスマホアプリを活用した「よこはまウォーキングポイント」や、様々な健康行動を促す健康イベントな
　 　ど、日常生活の中で楽しみながら継続して取り組める仕組みにより、市民の健康行動の習慣化を図り、地域とも
　 　連携しながら健康づくりを推進します。
　 ・東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて、望まない受動喫煙の防止を主たる目的に健康増進法が改正さ
     れました。これを踏まえ、本市において受動喫煙防止対策の取組を強化し、市民や来街者の健康に配慮した環境
     を整備します。
　 　　○市内事業所や市民等への普及啓発、問合せへの対応
 　　　○市内飲食店等における禁煙または喫煙等の標識掲示の徹底
 　　　○受動喫煙防止対策の取組検討
 

 
  R２
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第２期健康横浜２１における運動の取組 

 

１ 第２期健康横浜２１における「運動」の位置づけ 

健康増進法に基づく健康増進計画として第２期健康横浜２１を策定し、市民の健康づくりにつながる 

取組を進めています。取組テーマである生活習慣の改善において、「運動」「食生活」「歯・口腔」「喫煙・ 

飲酒」「休養・こころ」の５つの分野を掲げ、ライフステージに合わせた行動目標を設定し取り組んでいます。 

 ＜ライフテージ行動目標【運動】＞ 

 

 

 

 

 

２ 運動による生活習慣病などの予防の効果 

適度な、運動・身体活動は、血糖値や血圧を下げたり、肥満を改善したりするなど糖尿病や 

心臓病、脳卒中等の生活習慣病の減少につながります。また、運動は足腰の痛みの改善などロコモ

ティブシンドローム ※1予防の効果もあり、日常生活を営む上で、必要な機能の維持や向上につな

がります。 

(※１ 運動器の障害のために移動機能の低下をきたした状態） 

 

３ 横浜市民の「運動」に関する現状 

（１） 「健康に関する市民意識調査の結果」（平成 28 年度実施）抜粋 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.8%

47.1%

45.5%

50.0%

70.8%

49.4%

47.4%

44.6%

47.3%

43.9%

27.8%

44.0%

8.9%

8.3%

7.2%

6.2%

1.3%

6.6%

20歳代(n=361)

30歳代(n=988)

40歳代(n=2,486)

50歳代(n=2,514)

60歳代(n=600)

合計

意識してからだを動かしたり運動しているか（男性全体）

している していない 健康上の理由でしていない N=6,949

38.7%

37.9%

41.7%

53.0%

69.3%

45.7%

51.7%

55.1%

53.1%

41.5%

26.3%

48.0%

9.6%

6.9%

5.2%

5.5%

4.5%

6.2%

20歳代(n=847)

30歳代(n=1,471)

40歳代(n=1,834)

50歳代(n=1,155)

60歳代(n=696)

合計

意識してからだを動かしたり運動しているか（女性全体）

している していない 健康上の理由でしていない N=6,003

健康づくり・スポーツ推進特別委員会資料 

令 和 元 年 7 月 1 日 

健 康 福 祉 局 

育ち・学びの世代 働き・子育て世代 稔りの世代

（乳幼児期～青年期） （成人期） （高齢期）

　   　あと1,000歩、歩く

　  　定期的に運動する

行動目標
【運動】

　毎日楽しく
  からだを動かす

歩く・外出する

裏面あり 



（2） 「働き・子育て世代」の運動に関する状況（第２期健康横浜２１における行動目標）  

行動目標 指標  
策定時 

（2013年） 

中間評価 

（2018年） 

目標値 

（2023 年） 

①あと

1,000 歩、

歩く 

①20～64歳で１日の歩数が 

男性 9000歩以上、 

女性 8500歩以上の者の割合 

男性 46.8％ 41.7％ 50％ 

女性 41.7％ 30.8％ 50％ 

②定期的

に、運動

する 

②20～64歳で１日 30分・ 

週２回以上の運動（同等の 

ものを含む）を１年間継続 

している者の割合 

全体 24.6％ 24.3％ 34％ 

男性 27.1％ 26.7％ 36％ 

女性 21.7％ 21.4％ 33％ 

 

４ 生活習慣病の予防の取組（運動に関する取組抜粋） 

  区福祉保健センターを中心として、関係各局や関係団体等と連携し、働き・子育て世代を対象とした 

取組を進めています。 

（1） 市の主な取組 

事業名 対象 取組概要及び実績 

〇よこはま 

ウォーキングポイント 

18 歳

以上 

・別紙参照 

○よこはま 

健康スタンプラリー 

全世代 ・区、地域ケアプラザ、地区

センター等が開催する対

象事業に参加し、スタンプ

を２つ集めて応募すると、

抽選で景品が当たる事業 

年度 28 29 30 

実施時期 28.1～6 28.7～12 29.1～6 29.7～12 30.7～12 

応募者数 9,624 12,575 15,835 15,332 14,347 

○健康経営企業 

応援事業 

・横浜健康経営 

認証制度 

 

主に 

働 き ・

子育て

世代 

・健康経営の啓発による企業の取組支援 

・従業員の健康づくりに積極的に取り組む

事業所の認証 

・認証した事業所の取組支援 

（健康機器の貸し出し、専門職による健康講座の実施等） 
 

年度 28 29 30 

認証事業所数 28 57 199 

 

（2） 地域と連携した取組 

横浜市保健活動推進員 ※2等を中心にウォーキングやロコモティブシンドロームに関する取組（啓発、

講座、イベント等）、簡易体力測定、気軽にできる体操の講座などを地域で実施しています。 

（※２ 地域における市民の健康づくりを推進するため、市長が委嘱 約 4,000 人が地域で活動）   

○区福祉保健センター 

の取組 

 

 

全世代 ・運動に関する講座や講演会等の事業実施 

年度 28 29 30 

取組事業数 41 30 35 

・地域人材の育成（保健活動推進員 ※２や 

食生活等改善推進員） 

＊そのほか、区づくり事業等による講座・ 

イベント等の展開 

○関係各局の取組 

 

全世代 ・市民参加型スポーツイベント実施【市民局】等 







 
 

 

よこはまウォーキングポイント事業の実施状況 

 

１ 事業概要 

本事業は、18 歳以上の横浜市在住・在勤・在学の方を対象に、日常生活の中で気軽に楽しみながら

「歩数計」や「アプリをダウンロードしたスマートフォン」を持ち歩き、ウォーキングを通じた健康

づくりに取り組んでいただく事業です。歩いた歩数に応じてポイントが付与され、ポイントに応じて

抽選で商品券等が当たります。本事業は、健康づくりに関心はあるものの、なかなか取り組めていな

い方々に対し、日々の運動へのきっかけづくりの役割を果たしています。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２ 参加登録者数（平成 31年３月末現在） ※歩数計：平成 26年度～、アプリ：平成 30年度～ 

322,352 人   （歩数計 305,913 人、アプリ 16,439人） 

   

【年度の内訳】 平成 26～29年度末 300,306人（歩数計のみ） 

         平成 30年度     22,046人（歩数計：5,607人 アプリ：16,439人） 

 

【年代・性別の内訳】 

年 代 全 体 構成比(%) 男  性 女  性 

18歳～39歳 34,983 人 10.9％ 12,721 人 3.9％ 22,257 人 6.9％ 

40歳～64歳 129,893 人 40.3％ 51,750 人 16.1％ 78,147 人 24.2％ 

65歳～74歳 86,530 人 26.8％ 35,203 人 10.9％ 51,328 人 15.9％ 

75 歳以上 70,946 人 22.0％ 30,863 人 9.6％ 40,083 人 12.4％ 

合 計 322,352 人 100.0％ 130,537 人 40.5％ 191,815 人 59.5％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 

裏面あり 



 
 

【事業所参加の状況（内数）】 

参加従業員数：45,092人（歩数計：43,133人、アプリ：1,959 人） 

登録事業所数：999事業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加従業員数 登録事業所数
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